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中
山
間
地
域
に
お
け
る
新
設
（
対
等
）

合
併
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
全
国
か
ら

注
目
を
集
め
、
あ
さ
ぎ
り
町
が
誕
生
し
て

一
年
。

　

こ
の
間
、
約
二
千
人
も
の
視
察
団
が
来

町
さ
れ
て
い
ま
す
。
町
内
で
は
消
防
団
、

青
年
団
を
は
じ
め
町
内
の
各
種
団
体
・
組

織
が
活
動
を
開
始
し
、
町
と
と
も
に
そ
の

歴
史
を
刻
み
始
め
ま
し
た
。

　

今
回
、
平
成
十
六
年
度
の
町
長
施
政
方

針
を
も
と
に
、
町
の
予
算
や
主
な
事
業
の

内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

平
成
十
五
年
度
を
振
り
返
っ
て

　

昨
年
は
、
平
成
の
大
合
併
の
県
内
第
一

号
と
し
て
、「
あ
さ
ぎ
り
町
」
が
歴
史
的

な
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
記
念
す
べ
き
年

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
町
民
の
皆
様
方

や
町
議
会
の
皆
様
を
は
じ
め
、
関
係
機
関

の
方
々
の
多
大
な
る
ご
支
援
、
ご
協
力
の

賜
で
あ
る
と
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

合
併
し
て
一
年
が
経
ち
ま
し
た
が
、
一

時
期
の
慌
た
だ
し
さ
も
よ
う
や
く
落
ち
着

き
を
み
せ
て
い
る
よ
う
で
す
。
昨
年
度
は

旧
町
村
か
ら
の
継
続
事
業
も
多
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
合
併
の
効
果
的
な
事
業
の
展
開

に
は
難
し
い
点
が
あ
り
ま
し
た
が
、
本
年

度
は
、
い
よ
い
よ
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
に

向
け
て
本
格
的
に
動
き
出
す
重
要
な
時
期

に
さ
し
か
か
り
ま
し
た
。

行
政
改
革
に
よ
る
交
付
税
の

大
幅
減

　

昨
年
末
、
国
か
ら
示
さ
れ
た
「
三
位
一

体
改
革
」
の
中
で
も
特
に
交
付
税
の
大
幅

削
減
は
全
国
の
地
方
自
治
体
に
衝
撃
を
与

え
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
あ
さ
ぎ
り
町
も

例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

あ
さ
ぎ
り
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
シ
ス

テ
ム
や
慣
習
を
改
め
、
効
率
的
な
行
財
政

運
営
を
行
い
、
こ
の
よ
う
な
激
変
す
る
財

政
状
況
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

地
域
審
議
会
の
意
見
を
町
政

運
営
に

　

あ
さ
ぎ
り
町
発
足
に
伴
い
、
新
設
合
併

で
は
全
国
初
と
な
る
「
地
域
審
議
会
」
を

設
置
し
ま
し
た
。
平
成
十
五
年
度
で
は
定

期
的
に
審
議
会
を
開
催
し
、
旧
町
村
ご
と

十
五
名
の
委
員
の
方
々
よ
り
、
今
後
の
ま

ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
総
合
計
画
基
本

構
想
の
素
案
に
つ
い
て
具
体
的
な
意
見
や

要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
具
体
的
な
事
業
内
容
を
盛
り
込

ん
だ
三
年
間
の
実
施
計
画
を
策
定
し
、
各

政
策
を
具
現
化
し
て
い
き
ま
す
。

新
庁
舎
建
設
計
画
に
つ
い
て

　

現
在
の
役
場
庁
舎
は
、
合
併
時
の
や
む

を
得
な
い
事
情
に
よ
り
本
庁
舎
と
東
庁
舎

に
執
務
場
所
が
分
散
し
て
い
ま
す
が
、
来

庁
さ
れ
る
方
々
に
と
っ
て
利
用
し
や
す
い

窓
口
の
実
現
の
た
め
に
も
、
新
庁
舎
建
設

計
画
は
早
急
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

平
成
十
六
年
度
は
「
新
庁
舎
建
設
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を
立
ち
上
げ
、
さ
ま

ざ
ま
な
角
度
か
ら
検
討
を
重
ね
て
い
き
ま

す
。

平
成
十
六
年
度
は

本
格
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
ス
タ
ー
ト
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前年度より18億5,360万円の減
厳しい財政の中、行政サービスの充実を目指して

歳
出

議
会
費

　

議
会
の
運
営
に
係
る
費
用

　

４
月
に
町
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
、

町
議
会
議
員
が
定
数
の
22
名
と
な
る
た
め

昨
年
度
よ
り
１
億
３
，
４
３
０
万
円
の
減

と
な
っ
て
い
ま
す
。  

民
生
費

　

児
童
、
老
人
、
障
害
福
祉
な
ど
、
福
祉

の
充
実
の
た
め
に
使
う
費
用

　

昨
年
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
３
級
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
座
の
継
続
や
、
痴
呆

高
齢
者
を
地
域
全
体
で
支
え
て
い
く
「
痴

呆
に
や
さ
し
い
地
域
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事
業
」
を
新
規
事
業
と
し
て
取
り
組
み

ま
す
。

　

ま
た
、「
福
祉
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
」

を
高
齢
者
の
方
々
を
は
じ
め
、
交
通
弱
者

の
方
々
の
交
通
手
段
を
確
保
す
べ
く
本
年

４
月
か
ら
運
用
開
始
し
ま
し
た
。

　

主
な
事
業

社
会
福
祉
協
議
会
補
助
金６

，
６
１
８
万
円

福
祉
乗
合
い
タ
ク
シ
ー
事
業

７
４
５
万
円

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
事
業

１
０
５
万
円

知
的
障
害
者
施
設
訓
練
等
支
援
事
業

１
億
１
，
４
８
８
万
円

乳
幼
児
医
療
費
給
付
事
業３

，
６
０
０
万
円

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
繰
出
金

２
億
１
，
２
５
９
万
円

老
人
医
療
特
別
会
計
繰
出
金

１
億
３
，
４
９
８
万
円

介
護
保
険
特
別
会
計
繰
出
金

１
億
８
，
１
１
４
万
円  

総
務
費

　

町
全
体
の
管
理
や
、
職
員
の
給
与
、
企

画
、
選
挙
、
住
民
基
本
台
帳
の
管
理
な
ど

に
か
か
る
費
用

　

現
在
19
課
２
局
４
支
所
体
制
で
職
員
数

は
２
８
４
人
と
な
っ
て
お
り
、４
月
か
ら
、

県
に
出
向
し
て
い
る
職
員
を
５
名
に
増
員

し
て
い
ま
す
。

　

支
所
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
住
民

票
の
発
行
を
は
じ
め
、
各
種
手
続
き
窓

口
業
務
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
に
加

え
、
人
件
費
や
光
熱
費
と
い
っ
た
年
間
約

１
億
２
千
万
円
の
維
持
運
営
費
の
効
率
化

を
考
え
、
支
所
近
く
の
公
共
施
設
に
支
所

機
能
を
移
管
さ
せ
る
計
画
で
す
。

　

主
な
事
業

新
条
例
に
よ
る
追
加
費
用６

，
３
６
３
万
円

庁
舎
・
支
所
改
修
整
備
な
ど

５
，
８
３
６
万
円

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
基
本
設
計
事
業　

５
２
５
万
円

夢
ま
つ
り
実
行
委
員
会
補
助
金

１
，
８
０
０
万
円  

町
税

　

１
億
３
，
１
７
６
万
円
で
、
前
年
度
よ

り
５
，
８
１
６
万
円
の
減
額
で
す
。

　

主
に
、
町
民
税
・
法
人
税
・
固
定
資
産

税
が
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。

地
方
譲
与
税

　

２
億
７
０
万
円
で
、
前
年
度
よ
り
３
，

６
７
０
万
円
の
増
額
に
な
り
ま
す
。
三
位

一
体
の
改
革
で
の
財
源
移
譲
と
し
て
所
得

譲
与
税
の
新
設
が
あ
り
ま
し
た
。

配
当
割
交
付
金
・
株
式
等
譲
渡
所
得
割
交
付
金

　

合
わ
せ
て
１
，
６
５
０
万
円
で
、
平
成

16
年
度
か
ら
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

地
方
交
付
税

　

４
４
億
７
，
１
６
０
万
円
で
、
国
の
地

方
財
政
計
画
の
と
お
り
前
年
度
よ
り
６
．

５
％
減
の
３
億
７
，
８
４
０
万
円
の
減
額

で
す
。

国
庫
支
出
金

　

８
億
３
，
８
６
４
万
円
で
、
前
年
度
よ

り
１
億
４
，
０
９
４
万
円
の
減
額
で
す
。

　

森
園
運
動
公
園
分
の
補
助
金
の
減
が
大

き
く
な
り
ま
し
た
。

県
支
出
金

　

６
億
２
，
１
２
７
万
円
で
、
前
年
度
よ

り
３
億
６
，
４
３
５
万
円
の
減
額
で
す
。

　

老
人
福
祉
施
設
整
備
費
、
介
護
拠
点
予

防
整
備
事
業
補
助
金
に
つ
い
て
、
減
額
と

な
り
ま
し
た
。

繰
入
金

　

７
億
６
，
６
０
０
万
円
で
、
前
年
度
よ

り
２
億
１
，
９
４
８
万
円
の
減
額
で
す
。

　

各
特
別
会
計
の
繰
越
金
分
を
繰
入
れ
て

い
ま
す
。

町
債

　

１
７
億
２
，
８
５
０
万
円
で
、
前
年
度

よ
り
１
億
３
，１
８
０
万
円
の
減
額
で
す
。

起
債
の
借
入
が
見
込
め
る
事
業
に
つ
い
て

計
上
し
て
い
ま
す
。

歳
入

　

前
年
度
予
算
に
は
旧
町
村
の
繰
り
越
し

分
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
た
た
め
、
実
質
的

に
は
約
２
億
円
の
減
と
な
り
ま
す
。

いきいき教室開催の様子
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域
検
討
部
会
で
の
調
査
研
究
の
結
果
を
踏

ま
え
、
今
後
の
方
針
を
決
定
し
て
い
き
ま

す
。

　

主
な
事
業

外
国
青
年
招
致
事
業　

１
，
８
６
５
万
円

小
・
中
学
校
の
施
設
整
備３

，
４
０
８
万
円

須
恵
文
化
ホ
ー
ル
・
せ
き
れ
い
館
自
主
文

化
事
業　
　
　
　
　
　
　
　

３
０
０
万
円

森
園
カ
ン
ト
リ
ー
パ
ー
ク
整
備
事
業
な
ど

８
，
９
３
９
万
円

給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
設
計
委
託
費

５
０
０
万
円  

土
木
費

　

道
路
や
橋
、河
川
や
公
園
の
維
持
管
理
、

公
営
住
宅
建
設
に
使
う
費
用

　

あ
さ
ぎ
り
町
に
お
け
る
道
路
網
の
整
備

は
、
経
済
、
文
化
面
な
ど
様
々
な
分
野
で

人
・
物
・
情
報
が
行
き
交
う
交
流
基
盤
の

整
備
と
し
て
重
要
課
題
の
ひ
と
つ
で
す
。

町
内
に
お
け
る
南
北
方
向
を
結
ぶ
線
の
整

備
を
行
い
、「
町
内
ど
こ
へ
行
く
に
も
15

分
以
内
」
構
想
の
実
現
に
向
け
て
、
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

主
な
事
業

道
路
整
備
事
業
（
皆
越
線
ほ
か
５
路
線
）

４
億
７
，
１
７
０
万
円

公
営
住
宅
建
設
事
業
（
塚
脇
団
地
・
掘
の

内
団
地
・
星
原
団
地
）

１
億
３
，
１
４
０
万
円  

商
工
観
光
費

　

商
工
業
や
、
観
光
の
振
興
、
定
住
促
進

の
た
め
の
費
用

　
「
あ
さ
ぎ
り
ブ
ラ
ン
ド
」
の
確
立
を
は

じ
め
、町
の
商
工
業
の
発
展
に
努
め
ま
す
。

　

主
な
事
業

町
商
工
会
、
ふ
る
さ
と
振
興
社
へ

３
，
７
６
６
万
円  

消
防
費

　

皆
さ
ん
の
安
全
な
生
活
を
守
る
た
め
、

消
防
や
防
災
に
使
う
費
用

　

主
な
事
業

上
球
磨
消
防
組
合
負
担
金

２
億
３
，
８
１
１
万
円

防
火
水
槽
・
積
載
車
整
備
事
業

３
，
９
７
５
万
円  

公
債
費

　

町
の
借
金
を
返
す
た
め
の
費
用

地
方
債
の
元
利
償
還
金

１
６
億
３
，
０
５
８
万
円

衛
生
費

　

健
康
づ
く
り
の
た
め
の
住
民
健
診
や
、

環
境
保
全
に
使
う
費
用

　

健
康
づ
く
り
対
策
に
つ
い
て
は
、
生
活

習
慣
病
の
予
防
や
、
妊
娠
か
ら
出
産
・
育

児
ま
で
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る

ら
れ
る
環
境
づ
く
り
に
重
点
的
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　

水
道
事
業
に
つ
い
て
は
各
簡
易
水
道
の

改
良
、
拡
充
、
水
源
確
保
を
は
じ
め
、
将

来
の
水
道
事
業
の
統
合
に
向
け
、
各
地
域

均
衡
の
と
れ
た
給
水
体
制
の
実
現
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

主
な
事
業

浄
化
槽
設
置
整
備
事
業

　

２
，
７
５
１
万
円

住
民
健
診
委
託
料

１
億
３
，
２
７
４
万
円

母
子
保
健
事
業　
　
　

１
，
９
８
２
万
円

健
康
づ
く
り
推
進
事
業　
　

１
６
７
万
円

簡
易
水
道
事
業
会
計
繰
出
金

１
億
８
，
９
７
７
万
円  

農
林
水
産
業
費

　

農
業
振
興
、
林
業
振
興
に
使
う
費
用

　

本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
振
興

に
つ
い
て
は
、「
ゆ
と
り
と
魅
力
あ
る
農

業
・
農
村
」
を
目
指
し
、
土
地
基
盤
・
施

設
整
備
な
ど
生
産
基
盤
の
整
備
を
行
い
ま

す
。
ま
た
現
在
「
あ
さ
ぎ
り
ブ
ラ
ン
ド
」

化
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
て
お
り
、
併
せ

て
本
町
の
豊
か
な
自
然
や
地
域
の
文
化
を

生
か
し
た
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
関
係
事

業
も
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

林
業
関
係
に
つ
い
て
は
、
財
産
区
を
含

め
た
町
有
林
の
除
間
伐
を
は
じ
め
、植
栽
、

下
刈
り
な
ど
精
力
的
に
進
め
な
が
ら
良
質

な
木
材
資
源
の
生
産
に
努
め
ま
す
。

　

主
な
事
業

農
業
経
営
基
盤
強
化
・
農
業
後
継
者
育
成
・

水
田
農
業
経
営
確
立
対
策
・
畜
産
事
業

９
，
２
５
４
万
円

ふ
る
さ
と
農
道
緊
急
基
盤
整
備
事
業

３
，
１
０
５
万
円

担
い
手
育
成
基
盤
整
備
事
業

１
億
８
５
０
万
円

中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業

６
，
２
２
５
万
円

林
道
の
整
備　
（
榎
田
大
川
筋
線
ほ
か
５

路
線
） 　
　
　
　

１
億
１
，
５
９
７
万
円

教
育
費

　

よ
り
よ
い
学
校
教
育
や
生
涯
学
習
の
た

め
、
文
化
財
の
保
護
な
ど
に
使
う
費
用

　

町
で
は
須
恵
文
化
ホ
ー
ル
や
せ
き
れ
い

館
を
は
じ
め
、
町
内
公
共
施
設
の
有
効
活

用
を
図
り
な
が
ら
、
生
涯
学
習
の
場
と
し

て
「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
」

学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
学
習
環
境
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

学
校
教
育
面
に
お
い
て
は
、
町
の
教
育

方
針
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き

教
育
環
境
の
整
備
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

中
学
校
の
統
廃
合
問
題
に
つ
い
て
は
、

町
教
育
振
興
プ
ラ
ン
策
定
の
中
の
通
学
区

完成した「あさぎりばし」
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平成16年度　特別会計
会　　計　　名 平成16年度予算額 平成15年度予算額

比　　　　較
増減額 増減率

土 地 取 得 特 別 会 計 100,916 192,600 △ 91,684 △ 47.6
国民健康保険特別会計 1,814,700 1,919,600 △ 104,900 △ 5.5
老 人 医 療 特 別 会 計 1,888,600 2,121,400 △ 232,800 △ 11.0
介 護 保 険 特 別 会 計 1,306,400 1,523,700 △ 217,300 △ 14.3
簡易水道事業特別会計 401,800 460,200 △ 58,400 △ 12.7
下水道事業特別会計 1,553,400 1,253,400 300,000 23.9
上 財 産 区 特 別 会 計 95,900 384,300 △ 288,400 △ 75.0
合　　　　　　計 7,161,716 7,855,200 △ 693,484 △ 8.8

（単位：千円・％）

町税
10億3,176万4千円（10%）
町民税、固定資産税、
市町村たばこ税など

繰入金
7億6,600万円（7％）
基金繰入金

繰越金
1億円（1％）

負担金、
使用料、
手数料
2億4,838万円
（2％）

諸収入
8,010万5千円
（1％）

地方交付税
44億7,160万円（43％）

総務費
13億799万6千円（13％）
総務管理、税務、住民基本台帳
選挙、統計調査費など

地方債
17億2,850万円（17％）

国庫支出金
8億3,864万2千円（8％）

県支出金
6億2,127万5千円（6％）

その他
5億1,143万4千円（5％）
地方譲与税
地方消費税交付金など

歳入

歳出 民生費
24億8,879万円（23％）
社会福祉、児童福祉など

衛生費
7億4,986万4千円（４％）
保健衛生、清掃費など

農林水産業費
10億1,361万9千円（10％）
農業、林業、水産業費など

商工費
1億3,389万8千円（1％）
商工、観光、定住促進費

土木費
16億3,531万7千円（16％）
土木管理、道路橋梁
住宅、下水道費など

消防費
3億7,285万6千円
（4％）

教育費
9億511万1千円（9％）
小学校、中学校
生涯学習
保健体育費など

災害復旧費
6万円（0.1％）

予備費
1,000万円（0.１％） 議会費

1億4,960万9千円（1％）
公債費
16億3,058万円（16％）

103億9,770万円歳入
歳出ともに

歳入目的別

歳出目的別
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町
で
は
、
平
成
十
六
年
三
月
、
総
合
計

画
審
議
会
や
各
地
区
地
域
審
議
会
等
に
お

け
る
審
議
を
経
て
、「
あ
さ
ぎ
り
町
総
合

計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
総
合
計
画
は
、
新
生
・
あ
さ
ぎ
り

町
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
指
針
と
な
る
も

の
で
あ
る
と
と
も
に
、
町
が
行
っ
て
い
る

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
の
基
本
的
方
向
を
定
め

た
も
の
で
す
。

　

計
画
期
間
は
平
成
二
十
四
年
度
ま
で
の

十
年
間
で
、
ま
ち
の
将
来
像
や
ま
ち
づ
く

り
の
基
本
目
標
を
示
し
た
「
基
本
構
想
」、

農
林
業
、
福
祉
、
教
育
な
ど
の
分
野
ご
と

の
施
策
の
方
針
を
掲
げ
た
「
基
本
計
画
」、

基
本
計
画
に
基
づ
く
事
業
計
画
を
示
し
た

「
実
施
計
画
」
の
三
つ
の
部
門
か
ら
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。　

　

総
合
計
画
は
、
中
球
磨
５
か
町
村
合
併

協
議
会
で
策
定
さ
れ
た「
新
町
建
設
計
画
」

と
の
整
合
性
や
町
の
均
衡
あ
る
発
展
な
ど

に
配
慮
し
な
が
ら
検
討
が
進
め
ら
れ
、
三

月
八
日
、
総
合
計
画
審
議
会
会
長
で
あ
る

原
田
久
・
熊
本
県
立
大
学
助
教
授
か
ら
犬

童
町
長
に
答
申
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
こ
の
総
合
計
画
に
基
づ
き
な

が
ら
、「
夢
ふ
く
ら
む
あ
さ
ぎ
り
町
」
の

実
現
を
め
ざ
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を

展
開
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

○
基
本
構
想

　

基
本
構
想
は
、
ま
ち
の
将
来
像
や
ま
ち

づ
く
り
の
目
標
な
ど
を
示
し
た
、
い
わ
ば

「
ま
ち
づ
く
り
の
土
台
」
と
な
る
部
分
で

す
。

○
基
本
計
画

　

基
本
計
画
で
は
分
野
ご
と
の
基
本
施
策

を
掲
げ
た
分
野
別
計
画
の
ほ
か
、
分
野
を

超
え
て
重
点
的
に
取
組
む
「
戦
略
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
や
計
画
推
進
の
た
め
の
シ
ス

テ
ム
づ
く
り
に
つ
い
て
示
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
回
の
基
本
計
画
は
平
成
十
九

年
度
ま
で
の
前
期
計
画
で
、
平
成
二
十
年

度
か
ら
の
後
期
計
画
は
、
前
期
計
画
の
期

間
終
了
前
に
策
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す○
実
施
計
画

　

実
施
計
画
は
、
基
本
計
画
を
具
体
化
し

た
事
業
計
画
で
、
三
年
ご
と
の
ロ
ー
リ
ン

グ
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
適
宜
、
見
直
し
を

行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

◆
お
問
い
合
せ
先

企
画
財
政
課
（
☎
四
五‒

七
二
一
一
）

『
若
い
ま
ち　
豊
か
な
ま
ち　
そ
し
て
、

　
夢
ふ
く
ら
む　
あ
さ
ぎ
り
町
』の
実
現
を
め
ざ
し
て

まちの将来像

若いまち　豊かなまち

そして、夢ふくらむ

「あさぎり町」

まちづくりの基本目標

1　魅力ある就業空間の創造

2　魅力ある生活空間の創造

3　魅力ある交流空間の創造

原田会長から答申を受け取る犬童町長

あさぎりブランドプロジェクト

ふるさと環境創造プロジェクト

ふれあい交流促進プロジェクト

いきいき人づくりプロジェクト

４つの

戦略プロジェクト

「あさぎり町総合計画」を策定
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四
月
一
日
、
あ
さ
ぎ
り
町
役
場
本
庁
舎

前
に
お
い
て
、
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
の
出

発
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

出
発
式
で
、
犬
童
町
長
は
「
あ
さ
ぎ
り

町
が
誕
生
し
て
二
年
目
。
い
よ
い
よ
あ
さ

ぎ
り
町
の
顔
を
出
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
住
民
の
方
が
使
い
や
す
く
、
便

利
な
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
に
な
る
よ
う
努

め
ま
す
。」
と
挨
拶
さ
れ
、
犬
童
町
長
、

上
村
町
議
会
議
長
、
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
の

恒
松
忠
義
氏
、
中
央
タ
ク
シ
ー
石
山
正
剛

氏
、
観
光
タ
ク
シ
ー
藤
本
三
徳
氏
に
よ
り

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
と
は
、
高
齢
者
や

身
体
障
害
者
の
方
な
ど
の
交
通
手
段
を
便

利
に
す
る
た
め
に
運
用
さ
れ
る
も
の
で
、

町
内
の
タ
ク
シ
ー
会
社
に
町
が
委
託
し
、

十
人
乗
り
の
ワ
ゴ
ン
車
で
火
曜
か
ら
日
曜

ま
で
免
田
駅
や
町
内
の
各
温
泉
施
設
な
ど

を
結
ぶ
十
三
路
線
を
巡
回
し
ま
す
。

　

利
用
料
金
は
ど
こ
で
の
っ
て
も
一
人
一

回
二
〇
〇
円
で
、
身
体
障
害
者
の
方
、
小

学
生
以
下
の
小
児
は
一
五
〇
円
、
一
歳
未

満
の
乳
児
は
無
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
三
月
に
配
布
い
た
し
ま
し
た

「
あ
さ
ぎ
り
町
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
時
刻

表
及
び
路
線
図
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
せ
先
：
役
場
福
祉
課
（
☎
４
５

‒

７
２
１
４　

直
通
）

◆火曜・金曜日
①皆越・麓・ヘルシーランド線

②黒田・下西・今井・ふれあい福祉センター線

③榎田・永里・役場本庁舎線

④野中田・竹野・ヘルシーランド線

⑤福留・宮麓・熊野・ポッポー館線

◆水曜・土曜日
①掘の角・永山・役場本庁舎線

②下原・清水・ふれあい福祉センター線

③平山・湯の原・ヘルシーランド線

④浜の上・屯所・築地・ふれあい福祉センター線

⑤古城・中島・今村・役場本庁舎線

◆木曜・日曜日
①新深田・古町・久鹿・ヘルシーランド線

②鷺巣・下里・庄屋・久鹿・ふれあい福祉センター線

③柳の内・加茂・庄屋・二子・役場本庁舎線

曜日ごとの回路

高
齢
者
な
ど
の
交
通
手
段
を
便
利
に

乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
運
用
開
始

町長、議長はじめ、関係者による全町内運用開始のテープカット
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健康のページ健康のページ

　3月 23 日、免田保健センターにおいて「70 歳はつら
つ教室」が開催され、町内の昭和８年 12月から昭和９年
３月生まれの方の内、30名の方の参加がありました。
　初めに、藤島紘陽教育長（宣徳寺住職）により、「心の
持ち方と健康」と題して、70歳の節目に立っての心構え
について「『四苦八苦』の語源から、『人生は苦なり』とい
う自覚を持ち、やがては『お蔭様で』という気持ちになれ
ることが大切。」と講話があり、続いて、保健師から「薬
の正しい使い方」についての伝達等の話がありました。

講話に聞き入る参加者

心の健康を育もう

70歳はつらつ教室

《対象》おおむね 60歳以上の方で
①最近、筋力低下やつまずきやすさを感じる方
②自分の足で行きたい所へ行ける能力を身につけたい方
③ 介護保険を申請されている方の場合は、「要支援」又は「介護度１」までの方で、デイサービス等に行っ
ていない方

《教室の内容》

　　健康チェック　体力テスト　筋力回復・筋力アップトレーニング
　　個人プログラム作成　個別リハビリ（必要に応じ）

　　　　　　　＊運動は「楽に感じる程度」です。
　　　　　　　＊ 16年度はトレーニングマシンは使用しません。
《スタッフ》
　　　　健康運動指導士、理学療法士、保健師、ボランティア

　期　間：平成 16年 5月 21日～ 8月 27日（毎週金曜日）
　　　　　午後 1時 30分～午後 3時 30分
　場　所：免田福祉センター 2階研修室（エレベーター有り）
　参加費：無料
　定　員：15名
　送　迎：必要な方はご相談下さい。
　申し込み期限： ５月 17日（月）但し、定数を超えた場合、
　　　　　　　　やむなくお断りする場合がありますので、
　　　　　　　　ご了承下さい。
　提出物：参加申込書、医師意見書（申し込みされた時点で
　　　　　用紙を送付いたします。）

★申し込み先★
　あさぎり町役場　高齢総合課（☎４５－７２１５）
　　　　担当：上村、濱本

15年度参加者の声

・運動が習慣づいた。

・体が軽くなった。

・膝の痛みがとれた。

・膝の痛みを忘れる時間が増えた。

・風呂に入るとき足が軽くなったと感じる。

・心身共に活気付いた。　など

＊ 体力テストにて、バランス感覚、移動

能力、持久能力に効果を認めました。

平成16年度  　シルバー筋力アップ教室、参加者募集
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健康のページ健康のページ

　リウマチに関する知識を身につけてもらおうと、３月
19日午後２時より免田保健センターでリウマチ健康講座
が開催されました。講座には町内外を問わず実際にリウマ
チになっておられる方をはじめ、その家族の方などが参加。
　熊本リウマチセンター施設長の束野通志氏を講師に迎
え、「リウマチを正しく理解しよう」という演題で、スラ
イドを使ってリウマチの初期症状や、正しい知識、新しい
治療法、家庭生活での留意点などが詳しく話されました。
　また、講演の後には個別に療養相談が行われたほか、熊
本県リウマチ友の会により自助具の展示・販売などが行わ
れました。

リウマチの正しい知識を身につけよう

リウマチ健康講座開催

受講の様子

【精神障害者ホームヘルプサービス】とは
　精神障害者の方の在宅での日常生活を援助するため、ホームヘルパーを家庭に派遣する事業です。

①調理、生活必需品の買い物、衣類の洗濯・補修、住居等の掃除・整理整頓等
②清潔保持等の援助、通院・交通や公共機関の利用等の援助
③生活・身上・介護に関する相談

【ホームヘルプサービスを利用するには】
（あさぎり町在住で次の①②③のすべてに該当する方）
①精神障害者保健福祉手帳を持っておられる方、又は精神障害で障害年金を受けておられる方
②定期的に通院していて主治医があり、病状が安定されている方
③精神障害のために、日常生活に支障がありサービスを必要とされる方
①あさぎり町精神障害者ホームヘルパー利用申請書
② 精神障害者保健福祉手帳か精神障害を支給事由とする年金証書、直近の払込通知書の写し
③情報提示同意書
④主治医の情報提供書（医療機関から福祉課に直接郵送されます）
＊利用者世帯の生計中心者の所得に応じて、利用者負担金が必要です。
（1時間当たり250円～950円）生活保護世帯・所得税非課税世帯は無料。

①申請には、利用者の同意が必要です。
②申請書類がそろったら、福祉課より訪問日時の連絡があります。
③福祉課で審査します（居宅生活支援事業審査会）。
④決定後、福祉課より連絡しますので、事業所選びのために福祉課に出向きます。
⑤ホームヘルプ事業所と契約をします。（届出事業所を紹介します。）
⑥ホームヘルパーの訪問が始まります。（ホームヘルパーが2人で伺います）
　＊ホームヘルパー派遣まで、お待たせする場合がありますのでご了承ください。
　＊お問い合わせは、あさぎり町役場福祉課障害福祉係まで☎45-7214（直通）

サービスの内容

対象となる方

必要な書類

費用負担

手続きの流れ ①役場福祉課に
　申請します

②聞き取りや訪問調査
　があります

③必要かどうかの
　審査をします

④審査結果の連
　絡があります

⑤事業所を決めて
　契約します

⑥ホームヘルパーが
　訪問します

精神障害者のためのホームヘルプサービスをはじめました
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現
在
、
町
内
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
茎
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー（
ス
テ
ィ
ッ
ク
セ
ニ
ョ
ー
ル
）

が
、
収
穫
の
最
盛
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

茎
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
と
は
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
と

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
掛
け
合
わ
せ
で
ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
よ
り
も
糖
度
が
高
く
、
茎
の
部
分

は
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
感
覚
で
食
べ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

合
併
前
に
旧
免
田
町
の
免
田
幸
福
有
機

の
会
で
取
り
組
ま
れ
た
も
の
で
、
現
在
免

田
校
区
の
十
戸
の
農
家
で
無
農
薬
で
栽
培

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
味

わ
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
？

 

茎
ま
で
お
い
し
い
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

茎
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
収
穫
最
盛
期

白
髪
岳
山
開
き

ビ
ハ
公
園
キ
ャ
ン
プ
場
開
き

　

三
月
二
十
八
日
、
ビ
ハ
公
園
キ
ャ
ン
プ

場
で
白
髪
岳
山
開
き
と
ビ
ハ
公
園
キ
ャ
ン

プ
場
開
き
の
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
、
人

気
の
高
い
白
髪
岳
登
山
と
、
キ
ャ
ン
プ
場

利
用
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
し
た
。

　

セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
神
事
の
後
、
犬
童
町

長
、
上
村
町
議
会
議
長
を
は
じ
め
関
係
者

に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
、
桜
満

開
の
公
園
内
で
は
引
き
続
き
桜
ま
つ
り
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

茎ブロッコリーを栽培されてい
る橋口　均さん（黒田）

長い茎が特徴です

　

ア
ウ
ト
ド
ア
シ
ー
ズ
ン
到
来
！

絶
好
の
花
見
日
和
で

ビ
ハ
公
園
さ
く
ら
祭
り
開
催

　

好
天
に
恵
ま
れ
た
「
ビ
ハ
公
園
桜
ま
つ

り
」
は
、
勇
壮
な
白
髪
龍
神
太
鼓
で
開
幕

し
、
公
園
内
は
家
族
や
グ
ル
ー
プ
で
の
花

見
客
で
満
杯
状
態
。
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
チ
ー

ム
に
よ
る
ダ
ン
ス
で
は
Ｋ
Ｕ
Ｍ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ

六
調
子
の
軽
快
な
リ
ズ
ム
と
会
場
の
手
拍

子
で
盛
り
上
が
り
、
公
園
内
の
池
で
は
マ

ス
釣
り
大
会
、
ス
ー
パ
ー
ビ
ン
ゴ
大
会
な

ど
で
賑
わ
い
、
楽
し
い
一
日
と
な
り
ま
し

た
。
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三
月
二
十
一
日
、
あ
さ
ぎ
り
町
体
育
協

会
・
あ
さ
ぎ
り
町
公
民
館
主
催
に
よ
る
、

第
一
回
あ
さ
ぎ
り
町
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

九
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
予
選
リ
ン
ク
が

二
パ
ー
ト
に
分
け
て
行
わ
れ
、
決
勝
戦
で

は
フ
ァ
ン
キ
ー
ポ
ス
ト
マ
ン
が
ｂ
ａ
ｂ
ｙ

ｓ
ｔ
ａ
ｒ
を
42
―
31
で
破
り
優
勝
に
輝
き

ま
し
た
。
ま
た
、
途
中
で
は
各
チ
ー
ム
の

代
表
者
二
名
に
よ
る
フ
リ
ー
ス
ロ
ー
大
会

も
行
わ
れ
盛
り
上
が
り
を
み
せ
ま
し
た
。

　

竹
野
地
区
の
東
菊
雄
さ
ん
が
百
歳
の
誕

生
日
を
迎
え
ら
れ
た
三
月
二
十
八
日
、
親

戚
の
方
に
囲
ま
れ
湯
前
町
の
湯
楽
里
で
祝

賀
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

あ
さ
ぎ
り
町
に
な
り
二
人
目
の
百
歳
と

な
ら
れ
た
東
さ
ん
は
現
在
も
在
宅
で
元
気

に
生
活
し
て
お
ら
れ
、
長
生
き
の
秘
訣
を

お
伺
い
し
た
と
こ
ろ
「
昔
か
ら
病
弱
だ
っ

た
の
で
、
用
心
し
て
い
た
か
ら
か
な
ぁ
。」

と
に
っ
こ
り
。
当
日
は
犬
童
町
長
も
駆
け

つ
け
、
敬
老
祝
い
金
十
万
円
が
贈
ら
れ
た

ほ
か
、
お
孫
さ
ん
や
ひ
孫
さ
ん
、
玄や

し
ゃ
ま
ご孫さ

　

中
山
間
地
域
の
新
設
（
対
等
）
合
併
の

モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
全
国
か
ら
注
目
を

集
め
て
合
併
し
た
あ
さ
ぎ
り
町
で
す
が
、

新
町
誕
生
か
ら
一
年
間
で
一
八
六
団
体

二
，
六
六
一
名
、
平
成
十
一
年
の
合
併
協

議
会
発
足
時
か
ら
通
算
す
る
と
四
三
〇
団

体
七
，
二
七
七
名
も
の
視
察
に
よ
る
来
町

者
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
、「
平
成
の
大
合
併
」
が
さ
ら
に

加
速
す
る
中
、
本
町
の
検
討
経
緯
な
ど
の

ノ
ウ
ハ
ウ
は
全
国
的
に
参
考
に
な
っ
て
い

る
よ
う
で
す
。

　

湯
前
町
か
ら
八
代
市
ま
で
の
約
一
〇
〇
㎞

を
三
日
間
で
歩
く
全
国
大
会
（
主
催
：
北

九
州
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会
）
が
四
月
二
日
か

ら
四
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
初
日
の
二
日
は
約

二
〇
〇
名
の
参
加
者
が
元
気
に
球
磨
路
を

走
破
し
ま
し
た
。

　

コ
ー
ス
と
な
っ
た
あ
さ
ぎ
り
町
内
の
休
憩

ポ
イ
ン
ト
は
、
役
場
東
庁
舎
と
お
か
ど
め

幸
福
駅
。
東
庁
舎
で
は
町
職
員
の
拍
手
の

出
迎
え
の
あ
と
、
犬
童
町
長
か
ら
歓
迎
の

挨
拶
が
あ
り
、お
か
ど
め
幸
福
駅
で
は
「
幸

福
駅
キ
ッ
プ
」
を
記
念
に
買
い
求
め
ら
れ
て

在
宅
で
元
気
に
生
活

　

東
菊
雄
さ
ん

１
０
０
歳
の
誕
生
日

フ
ァ
ン
キ
ー
ポ
ス
ト
マ
ン
が
優
勝

第
１
回
あ
さ
ぎ
り

町
民
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

全
国
各
地
か
ら
約
七
，
二
七
七
人
が
来
町

平
成
十
五
年
度
ま
で
の

町
村
合
併
に
よ
る
視
察
研
修

あ
さ
ぎ
り
町
内
を
元
気
に
突
破

第
32
回
西
日
本
１
０
０
㎞

ビ
ッ
グ
ハ
イ
ク
全
国
大
会

ん
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
お
祝
い
の
花
束
が
贈
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

玄孫さんから花をプレゼントされうれしそうな東さんご夫婦

い
ま
し
た
。
大
会
に
は
本
町
か
ら
も
木
野

一
二
さ
ん
（
今
井
）、
平
田
武
士
さ
ん
（
柳

別
府
）
の
二
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

町職員の出迎えを受け東庁舎に到着した参加者 説明を受ける佐賀大学関係者（16.3.26）

白熱した試合（決勝戦）
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こ
の
度
、
寺
池
地
区
出
身
の
小
口
慶
子

さ
ん
が
、さ
ま
ざ
ま
な
条
件
を
ク
リ
ア
し
、

農
学
博
士
号
を
取
得
さ
れ
ま
し
た
。
小
さ

い
頃
か
ら
研
究
者
に
な
り
た
か
っ
た
と
い

う
小
口
さ
ん
は
人
吉
高
校
を
卒
業
後
、
宮

崎
大
学
農
学
部
に
進
学
。
そ
の
後
宮
崎
大

学
大
学
院
農
学
研
究
科
を
経
て
、
鹿
児
島

大
学
大
学
院
連
合
農
学
研
究
科
へ
進
み
生

物
環
境
保
全
科
学
を
専
攻
。

　

植
物
ホ
ル
モ
ン
が
生
理
発
現
す
る
時
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
す
る
た
め
の
研
究
が

認
め
ら
れ
た
も
の
で
、
小
口
さ
ん
は
「
教

科
書
に
載
っ
て
い
る
こ
と
は
す
で
に
わ

か
っ
て
い
る
こ
と
。
誰
も
知
ら
な
い
こ
と

を
知
り
た
い
。
自
分
が
納
得
す
る
ま
で
研

究
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。」
と
話
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

三
月
二
十
二
日
、
昨
年
四
月
一
日
に

オ
ー
プ
ン
し
た
温
泉
施
設
、
温
華
之
遥

の
来
場
者
が
十
万
人
を
突
破
し
ま
し
た
。

十
万
人
目
と
な
ら
れ
た
幸
運
な
方
は
満
石

賢
一
郎
さ
ん
・
三
重
子
さ
ん
ご
夫
妻
（
大

正
町
）。
満
石
さ
ん
は
三
ヶ
月
分
の
共
通

券
を
購
入
し
、
家
族
や
友
人
と
よ
く
入
浴

に
来
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
、
満
石
さ
ん
に

は
犬
童
町
長
よ
り
、
記
念
品
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
プ

レ
ー
ヤ
ー
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
前

後
賞
と
し
て
十
組
の
方
に
は
う
こ
ん
セ
ッ

ト
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

10
万
人
目
は
満
石
さ
ん
（
大
正
町
）

 

温
華
之
遥
来
場
者

　
　
　
　

10
万
人
突
破

農
学
博
士
号
を
取
得

 

小
口
慶
子
さ
ん
（
寺
池
出
身
）

　

三
月
二
十
四
日
、
免
田
地
区
ふ
る
さ
と
農

道
全
線
開
通
及
び
「
あ
さ
ぎ
り
ば
し
」
渡
り

初
め
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

免
田
地
区
ふ
る
さ
と
農
道
は
、二
子
区
（
県

道
接
続
部
）
か
ら
永
才
区
（
錦
町
境
）
ま

で
の
線
路
北
側
に
沿
っ
て
延
び
る
全
長
２
，

６
２
０
ｍ
の
二
車
線
歩
道
付
道
路
で
、
平
成

十
年
度
か
ら
十
五
年
度
ま
で
の
六
年
の
歳
月

か
け
て
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
前
線
開
通
に
あ
た
り
神
事
が

執
り
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
免
田
川
に
新
た
に

架
け
ら
れ
た
「
あ
さ
ぎ
り
ば
し
」
を
、
地
域

住
民
の
松
本
家
（
二
子
）、
免
田
家
（
黒
田
）、

徳
田
家
（
二
子
）
の
三
代
夫
婦
三
組
を
先
頭

に
渡
り
初
め
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

渡
り
初
め
終
了
後
、
犬
童
卓
一
郎
町
長
は

「
渡
り
初
め
い
た
だ
い
た
三
組
の
三
代
夫
婦
の

よ
う
に
町
が
末
永
く
発
展
し
、
21
世
紀
の
農

業
の
一
助
、
発
展
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
願
っ

て
お
り
ま
す
。」
と
挨
拶
。
上
村
岩
利
あ
さ

ぎ
り
町
議
会
議
長
か
ら
も
「
地
域
活
性
化
の

た
め
、
人
々
の
心
と
心
の
掛
け
橋
と
な
っ
て
ほ

し
い
。」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

免
田
地
区
ふ
る
さ
と
農
道
全
線
開
通

 

「
あ
さ
ぎ
り
ば
し
」

　
　
　
　

渡
り
初
め
式

　

四
月
二
日
、
あ
さ
ぎ
り
町
老
人
会
を
対
象

と
し
た
交
通
安
全
教
室
が
、
あ
さ
ぎ
り
町
商

工
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
「
ポ
ッ
ポ
ー
館
」

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

近
年
、
急
速
な
高
齢
化
と
と
も
に
高
齢
者

の
交
通
事
故
が
多
発
し
て
お
り
、
こ
う
い
っ

た
事
故
の
根
絶
に
向
け
て
熊
本
県
交
通
安
全

協
会
が
高
齢
者
歩
行
教
育
シ
ス
テ
ム
を
用
い

て
指
導
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
瞬
発
力
ゲ
ー
ム
や
ビ
デ
オ
に

よ
る
講
習
を
受
け
た
あ
と
、
実
際
に
体
を
動

か
し
横
断
歩
道
を
渡
る
シ
ス
テ
ム
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
、
車
の
ス
ピ
ー
ド
の
速
さ
、
危
険
さ

を
体
感
し
て
い
ま
し
た
。

　

熊
本
県
は
全
国
で
も
高
齢
者
事
故
に
よ
る

死
亡
率
が
58
％
（
ワ
ー
ス
ト
２
）
と
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。
高
齢
者
の
方
に
限
ら
ず
、
み
な

さ
ん
交
通
安
全
に
気
を
配
り
ま
し
ょ
う
。

高
齢
者
交
通
安
全
教
室

町長より花束を贈られた満石さん

渡り初めをする三代夫婦

スライドを使って体験
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乳幼児
医療費助成事業が変わりました

　あさぎり町では、町内に住所を有する乳幼児を対象に、疾病の早期治療を促進し、その健康の保持及び健全
な育成と子育て支援を図るため、医療費の助成を行っています。平成１６年４月から、制度の内容が改正され
ましたのでお知らせします。

　改正点その①
☆対象年齢が就学前までになりました。
　対象年齢が、これまでは６歳未満でしたが、
就学前まで（満６歳に達する日以後の最初の
３月 31日まで）に引き上げられました。

　改正点その②
☆現物給付制度が導入されました。
　※一部の保険加入者を除く

　現物給付制度とは

　これまで、受給者からの後日申請をもとに助成金を支払っていましたが、病院からの申請をもとに、役場か
ら病院に直接支払うため、受給者は医療機関（病院・薬局）で一部負担金を支払う必要がありません。これに
より医療機関に証明をもらったり、役場に申請書を提出する手間が省けます。

　対象者

　国民健康保険、政府管掌健康保険、その他の保険（国保組合、共済組合等）で附加給付のない保険に加入し
ている保護者の扶養になっている（保険証に名前が記載されている）乳幼児の医療費が対象となります。この
制度は、附加給付のある保険の加入者、国民健康保険加入者で国保税の滞納がある人は利用できません。今ま
でどおりの申請方法となります。

　受給者証の再発行

　現物給付制度が利用できる乳幼児の受給者証は  白色  、できない乳幼児の受給者証は  緑色  で発行します。

　医療機関の範囲

　別表の医療機関のとおり、あさぎり町内、公立多良木病院、人吉総合病院、町内に診療科がない医療機関で
受給者の利用が多いところに制度導入のご協力を頂いています。通院・調剤が対象となります。入院及びこれ
以外の医療機関はこれまでどおりの方法で助成を行います。

　どうすれば医療機関でお金を払わないでいいの？

　医療機関の窓口で白色の受給者証を提示してください。うっかり受給者証を忘れて、窓口で受給者証を提示
できない時は、お金を支払うことになりますのでご注意下さい。窓口で支払った分については今までどおりの
方法で申請できます。
　ただし、保険給付外（保険がきかない）診療費は助成の対象となりません。
　今回の改正に伴い受給者証の再発行を行っています。個別通知にて受給者証を受領していただくよう連絡し
ましたが、まだ受取りに来られていない方がいらっしゃいます。早めに免田保健センター（健康増進課）に受
け取りに来て下さい。その際、保険証の確認をさせて頂きますので忘れずにお持ちください。保険証の確認が
出来ない場合は受給者証をお渡しすることができません。
　また、出生、転入の際に資格申請をされていない方は助成を受けることが出来ません。
お問い合わせ先　あさぎり町役場健康増進課（免田保健センター内）電話☎４５－７２１６

現物給付のできる医療機関等一覧
病　　院　　名 病　　院　　名

1 犬童内科胃腸科医院 14 坂梨歯科医院
2 くるみ薬局 15 桑原医院
3 岡原けんこう堂薬局 16 エスエス堂薬局吉井店
4 医療法人誠心会　東病院 17 秋山歯科クリニック
5 岩井クリニック 18 こんどう整形外科
6 おかざき薬局 19 山村歯科医院
7 中球磨歯科医院 20 球磨郡公立多良木病院
8 ユネット清風薬局サンロード免田店 21 吉村皮ふ科医院
9 増田耳鼻咽喉科クリニック 22 掛井眼科医院
10 きりん本町薬局 23 愛甲産婦人科ひふ科医院
11 やまむら医院 24 人吉皮膚科医院
12 ユネット清風薬局免田店 25 たけだ眼科クリニック
13 武居歯科医院 26 人吉総合病院
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職
員
の
異
動

　

四
月
一
日
付
け
で
辞
令
交
付
が

あ
り
、
次
の
と
お
り
職
員
の
異
動

が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

　

※
（　

）
内
は
旧
部
署

総
務
課

　

万
江
幸
一
朗
（
企
画
財
政
課
）

県
派
遣

　

田
中　

宏
幸
（
総
務
課
）

　

高
田　

将
一
（
商
工
観
光
課
）

　

石
井　
　

誠
（
健
康
増
進
課
）

　

椎
葉　

裕
章
（
建
設
課
）

企
画
財
政
課

　

塚
本　

浩
史（
総
務
課
・
県
派
遣
）

福
祉
課

上
第
一
保
育
所

　

審
議
員
・
所
長　

石
塚　

保
典

　
　
　
　
　
　
　
　
（
福
祉
課
）

　

上
渕　

絹
代（
上
第
二
保
育
所
）

　

吉
本
由
記
子（
上
第
二
保
育
所
）

上
第
二
保
育
所

　

審
議
員
・
所
長　

鶴
田　

正
國

　
　
　
　
　
　
　
（
教
育
総
務
課
）

　

椎
葉
八
重
子
（
須
恵
保
育
所
）

　

川
邊
て
る
み
（
岡
原
保
育
所
）

　

永
尾　

幸
子
（
救
護
施
設
課
）

岡
原
保
育
所

　

審
議
員
・
所
長　

石
川　
　

孝

　
　
　
　
　
　
　
（
環
境
保
全
課
）

　

深
水
小
夜
子
（
健
康
増
進
課
）

　

高
田
富
美
代（
上
第
一
保
育
所
）

須
恵
保
育
所

　

審
議
員
・
所
長　

尾
方　

維
孝

　
　
　
　
　
　
　
（
健
康
増
進
課
）

　

金
森　

淳
子（
上
第
二
保
育
所
）

　

段
村　

由
紀（
上
第
一
保
育
所
）

救
護
施
設
課

　

主
幹　

溝
口
美
和
子（
上
支
所
）

　

土
肥　

祐
志
（
岡
原
支
所
）

　

山
本
美
津
子（
上
第
一
保
育
所
）

健
康
増
進
課

　

主
幹　

久
保
田
啓
子

　
　
　
　
　
（
深
田
支
所
）

　

主
幹　

緒
方　

和
代

　
　
　
　
　
（
上
第
一
保
育
所
）

環
境
保
全
課

　

主
幹　

石
川
富
貴
子

　
　
　
　
　
（
須
恵
保
育
所
）

商
工
観
光
課

　

万
江　

浩
美
（
須
恵
支
所
）

下
水
道
課

　

県
下
水
道
公
社
派
遣

　

主
幹　

上
渕　

幸
一

　
　
　
　
　
（
環
境
保
全
課
）

　

三
月
二
十
三
日
、
上
小
学
校
皆

越
分
校
講
堂
に
お
い
て
皆
越
地
区

の
佐
々
木
洸
さ
ん
、
黒
木
愛
一
朗

さ
ん
の
二
人
の
卒
業
を
祝
う
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
皆
越
地
区
か
ら
小
学

校
卒
業
生
が
あ
る
と
き
に
、
地
区

あ
げ
て
開
催
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
皆
越
地
区
住
民
の

方
と
本
校
の
卒
業
生
も
駆
け
付

け
、
皆
越
分
校
唯
一
の
卒
業
生
の

佐
々
木
さ
ん
の
卒
業
を
み
ん
な
で

祝
福
し
ま
し
た
。
祝
う
会
で
は
、

ま
ず
、
分
校
主
任
の
吉
川
武
利
先

生
か
ら
「
最
上
級
生
と
し
て
よ
く

引
っ
張
っ
て
く
れ
た
。
四
月
か
ら

中
学
生
と
な
る
が
、
持
ち
前
の
明

る
さ
で
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。」
と

お
祝
い
の
言
葉
が
あ
り
、
分
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
溝
口
正
彦
氏
か
ら
も
は
な

む
け
の
言
葉
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
三
人
の
在
校
生
か
ら

佐
々
木
さ
ん
に
対
し
て
思
い
思

い
の
お
祝
い
の
言
葉
が
送
ら
れ
、

佐
々
木
さ
ん
か
ら
は
「
地
区
の
皆

様
に
使
っ
て
ほ
し
い
」
と
卒
業
に

当
た
り
製
作
し
た
ベ
ン
チ
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
佐
々
木
さ
ん
の
御
両
親

か
ら
挨
拶
が
あ
り
、
佐
々
木
さ
ん

か
ら
は
両
親
に
対
し
て
花
束
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。
出
席
さ
れ
た
地

区
の
方
々
は
、
終
始
の
卒
業
生
を

温
か
い
眼
差
し
で
見
守
っ
て
い
ま

し
た
。

皆
越
地
区
卒
業
を
祝
う
会

　

四
月
九
日
、
各
町
立
小
・
中
学

校
で
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

小
学
校
で
は
上
小
四
十
六
名
、
免

田
小
八
十
二
名
、
岡
原
小
三
十
二

名
、
須
恵
小
十
四
名
、
深
田
小

十
七
名
の
合
わ
せ
て
百
九
十
一
名

の
児
童
が
元
気
に
入
学
。
町
立
小

学
校
の
児
童
数
は
千
百
十
人
、
生

徒
数
は
六
百
三
十
六
名
と
な
り
ま

し
た
（
Ｈ
十
六
・
四
・
九
現
在
）。

　

入
学
式
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校

で
歓
迎
遠
足
が
行
わ
れ
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
新
一
年
生
と

先
輩
た
ち
、
先
生
方
の
交
流
が
深

ま
っ
て
い
ま
し
た
。

１
９
１
名
が
元
気
に
入
学

町
立
小
学
校
の
新
１
年
生

在校生からお祝いの言葉をうける佐々木さん

　

春
は
出
会
い
と
別
れ
の
季
節

歓迎遠足（岡原小）
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≪小学校≫
上小学校
＊転入＊
　南田　義昭（木上小）
　中村　文代（多良木小）
　尾方　英介（新採）
＊転出＊
　大園　恭幸（東間小）
　後藤　　進（湯山小）
　片山宮代子（西山中）
免田小学校
＊転入＊
　木下　幸弘（人吉東小）
　大洲　　誠（県廃棄物対策課）
　田上　春奈（新採）
　上野美江子（岡原小）
　五島　理香（湯前中）
＊転出＊
　岡本伸一郎（湯出中）
　 永　有香（岡原中）
　橋爪　ちよ（岡原小）
　平坂　正彰（多良木中）
岡原小学校
＊転入＊
　稲津　　悟（砂取小）校長
　上渕美智子（黒肥地小）
　福島有紀美（新採）
　橋爪　ちよ（免田小）
　後藤　春海（中原小）
＊転出＊
　山本　修三（松高小）校長
　宮原　隆子（岩野小）

　吉村まさみ（湯前小）
　上野美江子（免田小）
　森山　哲彦（中原小）
須恵小学校
＊転入＊
　高田　哲弘（岡原中）
＊転出＊
　生田　敏男（人吉東小）
深田小学校
＊転入＊
　中島　嘉一（中原小）
　那須　亮作（新採）
＊転出＊
　馬氷ヒサミ（定年退職）
　東　　篤哉（渡小）

≪中学校≫
上中学校
＊転入＊
　木村　逸夫（錦中）
　川野　美穂（錦ヶ丘中）
　西　査渡子（新採）
　瓜生由美子（錦中）
＊転出＊
　橋本　辰治（球磨教育事務所指導主事）
　藤川　節子（山田小）
免田中学校
＊転入＊
　犬童　士郎（人吉三中）
　橋野由美子（深田中）
　松本　恭代（人吉一中）
　田中　慎二（人吉一中）

　定政　由貴（湯前中）
　東　　裕二（人吉二中）
＊転出＊
　中村　裕実（球磨教育事務所）
　富安佐久代（退職）
　竹内　正信（人吉一中）
　中野　浩二（人吉一中）
　永田　智美（湯前中）
　中峰　順子（多良木中）
岡原中学校
＊転入＊
　星野　謙二（黒肥地小）
　彌永　有香（免田小）
＊転出＊
　高田　哲弘（須恵小）
須恵中学校
＊転入＊
　山田　信雄（大野中）校長
　合志るみ子（苓北養護）
＊転出＊
　谷口　政行（本町中）校長
　德永めぐみ（中原小）
深田中学校
＊転入＊
　土田　孝藏（八代教育事務所）校長
　中村　斉雄（人吉二中）
　三村　伸也（人吉一中）
＊転出＊
　永田　幸徳（津奈木小）校長
　大谷　　明（五木中）
　橋野由美子（免田中）

ありがとう　はじめまして　先生
　４月１日、午後３時よりポッポー館であさぎり町立小・中学校教職員の辞令交付式が行われました。
　異動のあった先生方は次のとおりです。（敬称略）※（ ）内について転入者は前任校、転出者は転任校です。

組織の変更
　企画財政課　 合併管理係がなくなり、企画広報係

が企画調整係と広報広聴係に細分化
されました。

事務所の変更
　総務課文書係　本庁舎１階　→　本庁舎２階

各課事務所の位置が一部変わりました
　４月１日より、あさぎり町の組織と事務所の位置が一部変わりましたのでお知らせいたします。　

４月から新しく採用され、あさぎり町に来られた５名の先生方にその意気込みをインタビューしてきました。

　総務課管財係　本庁舎１階　→　本庁舎２階
　税務課地籍係
　　　本庁舎１階税務課横　→　本庁舎１階奥南側
5月 10日移転完了予定
　高齢総合課　東庁舎　→　総合福祉センター
　福祉課　　　東庁舎　→　本庁舎１階北西側

○上小学校
　尾方　英介先生
「子どもたちに学校が楽しい所
だということを知ってもらいた
い。学校で一番元気がいいと
言われるように頑張ります。」

○免田小学校
　田上　春奈先生
「５年生の担任です。免田小で
一番のクラスを目指して頑張
ります。」

○岡原小学校
　福島有紀美先生
「２年２組の担任です。子ども
たちと一緒に元気いっぱい頑
張ります。」

○深田小学校
　那須　亮作先生
「クラス15人と楽しい学級を
作っていきたい。ただ今花嫁
募集中！人生の目標は結婚で
す。」

○上中学校
　西　査渡子先生
「音楽担当ですが、音楽だけ
ではなく、子どもたち一人ひ
とりの良さを伸ばしていけた
らと思います。」
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　昭和 23年に政令に基づいて人権擁護委員制度が設け
られ、翌 24年６月１日には人権擁護委員法が施行され
ました。これにより、地域住民の中にあって国民の基本
的人権を擁護する機関である人権擁護委員制度が誕生し
ました。
　近年日本社会の人権に関する現状を見ると、同和問題
など社会的身分や、出身地、人種、信条、性別、障害な
ど不当な差別やその他の人権侵害が今なお存在していま
す。また、社会の国際化、高齢化、少子化、情報化等の
社会の変化に伴い、人権に関する新しい課題も生じてき
ています。
　人権は、人が人として幸福な人生を送る上で最も大切
な権利です。自分だけでなく、全ての人々の人権が尊重
されなければなりません。
　全国人権擁護委員連合会では、６月１日を「人権擁護
委員の日」と定め、この日を中心として皆さんとともに
一層の人権尊重思想の啓発に努めていきます。
　あさぎり町の人権擁護委員は次の方々です。人権に関
する悩みや、相談事がありましたらお気軽にご相談くだ
さい。

人権擁護委員をご存じですか？
６月１日は人権擁護委員法が施行された日です

　あさぎり町は球磨地域農業協同組合を指定金融機関に指
定したことに伴い、４月１日、役場会計課窓口前であさぎ
り町指定金融機関業務開始式が行われました。
　指定金融機関とは、住民サービスの一環として、現金の
取扱いに最も熟達している金融機関に公金の収納や支払を
行ってもらい、町の出納事務の効率を図るほか、税金や上
下水道料金といった公共料金の納入が町内外の下記金融機
関が利用できるようになるなど、公共料金の支払いがさら
に便利になります。
　４月以降は同金融担当職員が役場会計課窓口に常駐し、
出納業務を行います。
★公共料金の納入が出来る金融機関
○球磨地域農業協同組合
○肥後銀行
○熊本県信用組合
○熊本ファミリー銀行
○郵便局
詳しくは役場会計課（☎45－1111）へお問い合せください

公共料金の納入がＪＡ窓口でもできます
JAがあさぎり町指定金融機関に

　あさぎり町人権擁護委員の方は次のと
おりです。

岩崎　熊六【須恵】　℡４５̶５２１４

白濱千代子【須恵】　℡４５̶０４３８

川邊　昭美【免田】　℡４５̶００３１

金子　淳子【免田】　℡４５̶１１８８

松本　芳子【上】　　℡４５̶０００１

西　　　誓【深田】　℡４５̶４７２５

坂本　哲郎【深田】　℡４５̶１６７９

濱松　正徳【岡原】　℡４５̶１９１４

上田　昭子【岡原】　℡４５̶３０２２

窓口業務にあたる山内さん（右）、上田さん（左）
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　下記日程で、第２回あさぎり町の町民ゴルフ大会を開催しますので、
腕に自信のある方、ない方問わずお気軽にご参加ください。
　また、郡民体育祭の選手選考を兼ねていますので、あさぎり町在住の
方よりグロス上位から一般男子４名、シニア（郡民体育祭当日 55歳以
上）４名を選抜いたします。

　○期　　日：平成 16年 5月 30日（日）
　○場　　所：熊本クラウンゴルフ倶楽部
　○参加資格：あさぎり町民、出身者及び勤務している方
　　　　　　　先着 200名まで
　○競技方法：ダブルペリア方式（HC36まで）
　○参 加 料：2,000 円
　○年 会 費：1,000 円
　○プレー料：10,900 円（食事・税込）
　○申込方法：直接熊本クラウンゴルフ倶楽部へ

お問い合せ先：ゴルフ協会事務局　（TEL：45－ 1111　北口）または
　　　　　　　熊本クラウンゴルフ倶楽部（TEL：45－ 5611　長友）

第２回町民ゴルフ大会
参加者
募集‼

　次のとおり調理師試験が実施されます。

◆試験日　　平成 16年８月 16日（月）
◆会　場　　熊本県立大学
◆受験資格
　中学校卒業程度で、飲食店や給食施設などで２年
以上の調理実務経験のある方
◆願書受付　平成 16年６月７日（月）～ 11日（金）
◆願書配布場所
　各保健所、県庁健康づくり推進課
◆提出先　
　熊本市以外の県内居住者：各県保健所
　熊本市居住者：熊本市保健所
◆問い合わせ先
　最寄りの保健所または県庁健康づくり推進課まで
　・人吉保健所
　　TEL：22－ 3107
　・県庁健康づくり推進課
　　TEL：096 － 383 － 1111
　　　　　（内線 7074・7075）
　　FAX：096 － 383 － 0498

　５月 17 日（月）から５月 23日（日）は春の行
政相談週間です。
　行政相談では、「役場の窓口案内が分かりにくい」
「分かりづらい道路標識を改善してほしい」「年金に
ついてわからないところなどがある」などといった
問題を受け付けています。
　行政に関する苦情や意見・要望がありましたら、
行政相談員、または熊本行政評価事務所までお気軽
にお問い合せください。相談は無料で、秘密は固く
守られます。
◆相談日：平成 16年５月 14日（金）
◆時　間：午前 10時～午後３時
◆会　場：あさぎり町役場深田支所
※相談日以外でも受け付けています。
あさぎり町の行政相談委員
　岩城　藤則（植の里）TEL：45－ 0762
　深水　惠覚（宮麓）　TEL：45－ 3545
　田原テル子（寺池）　TEL：45－ 5357
　谷口　賴利（井上）　TEL：45－ 0008
　谷口　裕子（八幡町）TEL：45－ 3101
熊本行政評価事務所
　TEL：096 － 324 － 1662
◆お問い合せ先　役場総務課（45－ 1111）

お気軽にご相談ください

春の行政相談週間
平成 16年

調理師試験が行われます
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Echidna（イーキッナ） Platypus（プラティプス）

Description
体型

Covered by sharp spines (like fingernails); pointy 
snout; long, sticky tongue.
爪のような鋭い針に覆われている｡ 尖った鼻 ､長く
てべとべとした舌｡
35-45cm long（体長）, 2-7kg（体重）

Bill, webbed feet (like duck); flat tail (10-15cm); 
thick, soft, woolly fur.
カモのようなくちばし､水掻きが付いた足 ､平たい
尾､厚くて柔らかい毛皮｡
30-45cm long（体長）, 1-2.5kg（体重）

Habitat
生息地

All over Australia: オーストラリア全土
- highlands, desert, forests.
- 高地 ､砂漠 ､森林など

South-Eastern Australia: 南東オーストラリア
- edges of rivers and freshwater lakes.
- 川や湖の水辺

Food 
エサ

Ants, termites 
 アリ､シロアリ

Aquatic animal larvae, shrimp, worms 
水生昆虫､小エビ ､虫

Interesting facts
その他の特徴

The echidna is mainly NOCTURNAL.  It has no 
teeth and so crushes the food it catches with 
horny pads in its mouth.
夜行性 ｡歯がない為 ､口の中の堅くなった部分で ､
捕らえたエサを砕いて食べる｡

The Platypus closes its ears and eyes 
underwater, and stores food it finds with its bill in 
its cheeks to eat when it re-surfaces.  It cannot 
breathe underwater but can be submerged for up 
to 10 minutes.
水中では､耳と目を閉じる｡くちばしで探したエサを
ほおの中に貯めておき､水面に出てから食べる｡水
中では､呼吸できないが ､10分間は潜っていること
ができる｡

今回は私の国オーストラリアの
珍しい動物を紹介します。

ハリモグラ カモノハシAustralian
Animals

Echidna Platypus

ほー
びゃーです！

わたしたち

20年の歴史刻む

深田少年剣道クラブ
（代表　橋口　敏彦さん）

　深田少年剣道クラブは、昭和 59 年に始まり、
当初は夕方に活動されていましたが、他の部活動
と重なることから社会体育へ移行。毎週２回、夜
７時 30分から約２時間、小学校２年生から中学
校３年生までの 15名の子どもたちが汗を流して
います。
　現在は橋口敏彦さん、桑原武夫さんで指導され
ており、子どもたちは「一本入った時スキッとし
ます。」と剣道の魅力を語ってくれました。

Briony Miller



　消費税法の一部が改正され、平成16年４月１日から適用されることになりました。改正及び新たに適
用される主なものは次のとおりです。

①については、課税事業者が消費者に対して値札やチラシ、あるいはカタログなどによって、商品やサー
ビス等の価格をあらかじめ表示する場合には、消費税額（地方消費税額を含む）を含めた支払総額の表示
を行うことを義務付けたもので、本年４月１日から適用されています。
②及び③については、本年４月１日以降開始する課税期間から適用されることになります。したがって、
個人事業者は平成 17年分から、事業年度が１年である法人については平成 17年３月末決算分から適用
されます。

　消費税についてお分かりにならない点や、詳しくお知りになりたいことがありましたら、税務署にお気
軽にお尋ねください。

◆お問い合せ先　人吉税務署（☎２３－２３１１）

消 費 税 が 変 わ り ま し た

①総額表示の義務付け ② 事業者免税点の引き下げ
現行
3,000万円→1,000万円

③ 簡易課税制度の適用上
限の引き下げ

現行
２億円→5,000万円

各
課
紹
介

9

◆
下
水
道
課

　
　

課
長　
　
　

兼
田　

一
洋

　
　

課
長
補
佐　

鬼
塚　

武
博

　

下
水
道
係

　
　

主
幹　
　
　

中
村　

雄
治

　
　
　
　
　
　
　

出
田　

茂

　
　
　
　
　
　
　

吉
武　

哲
雄

　
　
　
　
　
　
　

山
口　
　

満

　

施
設
管
理
係

　
　
　
　
　
　
　

岡
部　

和
平

　
　
　
　
　
　
　

相
良　

裕
二

　
　
　
　
　
　
　

椎
葉　

尚
宏

課
長
よ
り

　

快
適
な
生
活
環
境
の
創
造
と
水
環
境
を

守
る
べ
く
、
下
水
道
の
整
備
に
課
員
一
同
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
下
水
道
の
接
続
に
つ
き
、

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
岡
原
保
育
所

　

所
長　
　
　
　

石
川　
　

孝

　

主
任
保
育
士　

平
山　

千
草

　

保
育
士　
　
　

恒
松
智
恵
子

　
　
　
　
　
　
　

深
水
小
夜
子

　
　
　
　
　
　
　

高
田
富
美
代

　
　
　
　
　
　
　

村
上　

優
子

　
　
　
　
　
　
　

糸
原
由
紀
子

　
　
　
　
　
　
　

万
江　

由
美

　

調
理　
　
　
　

鶴
田
は
る
み

　
　
　
　
　
　
　

林
田　

雅
子

所
長
よ
り　

　
「
毎
日
を
元
気
で
明
る
く
、
健
康
で
安

全
な
保
育
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
子
ど
も
た

ち
と
一
緒
に
な
っ
て　

職
員
一
同
頑
張
っ

て
い
ま
す
。
皆
様
も
お
気
軽
に
お
い
で
く

だ
さ
い
。
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四
月
か
ら
あ
さ
ぎ
り
町
で
取
り

組
ん
で
い
る
各
種
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

《
あ
さ
ぎ
り
町
家
族
介
護
支
援
事

業
》

　

高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
家
族

の
身
体
的
、
精
神
的
及
び
経
済
的

家
族
介
護

支
援
事
業

高
齢
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
①

　

香
典
返
し

　

次
の
ご
遺
族
の
方
々
か
ら
、
あ
さ

ぎ
り
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
多
額
の

ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の

使
途
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ご
芳
志
に

添
う
よ
う
に
慎
重
に
考
慮
し
、
本
町

の
福
祉
向
上
の
た
め
大
切
に
使
わ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ご
厚
情
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す

と
と
も
に
、
故
人
の
ご
冥
福
を
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
平
成
16
年
３
月
１
日
〜
３
月
末
日

受
付
分
ま
で
）
※
敬
称
略

地
区　
　

寄
附
者　
　
　

故
人

岡
原　

鶴
本　

幸
伸　

鶴
本
タ
ツ
子

岡
原　

尾
﨑　

雅
夫　

尾
﨑　
　

止

上　
　

岡
田　

重
夫　

岡
田
カ
ツ
エ

上　
　

野
々
脇
昌
代　

野
々
脇　

基

上　
　

深
水
敬
一
郎　

深
水　

エ
ツ

須
恵　

落
合　

ツ
ヤ　

落
合　

藤
男

深
田　

中
村　

邦
夫　

中
村
オ
ス
エ

須
恵　

恒
松　

民
一　

恒
松　

敦　

上　
　

上
村　

信
子　

上
村　

利
雄

免
田　

下
川　

義
勝　

下
川
ヤ
ツ
エ

須
恵　

恒
松　

喜
好　

恒
松　

光
子

上　
　

山
﨑　

健
治　

山
﨑
カ
ツ
コ

社
協
へ
の
ご
寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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負
担
の
軽
減
を
図
る
と
と
も
に
、

要
介
護
高
齢
者
の
在
宅
生
活
の
継

続
及
び
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
お
り
ま
す
。

○
介
護
用
品
支
給
事
業

対
象
者　

介
護
保
険
認
定
に
お
い

て
、
要
介
護
４
ま
た
は
要
介
護
５

と
認
定
さ
れ
た
町
民
税
非
課
税
世

帯
（
前
年
度
）
の
在
宅
高
齢
者
を

現
に
介
護
し
て
い
る
家
族
の
方
で

す
。

事
業
内
容　

利
用
対
象
者
に
対

し
て
、
介
護
用
品
（
紙
お
む

つ
、
尿
取
パ
ッ
ド
、
使
い
捨
て
手

袋
等
）
を
、
年
間
一
人
当
た
り

７
万
５
０
０
０
円
又
は
10
万
円
を

限
度
に
支
給
し
ま
す
。
但
し
、
こ

の
事
業
は
直
接
現
金
の
支
給
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

○
家
族
介
護
者
交
流
事
業

対
象
者　

介
護
保
険
認
定
に
お
い

て
、
要
介
護
１
以
上
の
在
宅
高
齢

者
を
現
に
介
護
し
て
い
る
家
族
の

方
で
す
。

事
業
内
容　

利
用
対
象
者
に
対
し

て
、
宿
泊
・
日
帰
り
旅
行
、
施
設

見
学
を
活
用
し
た
介
護
者
相
互
の

交
流
を
利
用
し
て
、
心
身
の
元
気

を
回
復
し
て
い
た
だ
く
事
業
で

す
。（
開
催
に
つ
き
ま
し
て
は
回

覧
等
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。）

○
家
族
介
護
慰
労
金
支
給
事
業

対
象
者　

介
護
保
険
認
定
で
要
介

護
４
又
は
要
介
護
５
と
認
定
さ

れ
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
過
去

一
年
間
の
利
用
実
績
が
、
訪
問
系

（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
等
）
サ
ー
ビ

ス
の
み
を
利
用
し
て
い
る
、
町
民

税
非
課
税
世
帯
（
前
年
度
）
の
在

宅
高
齢
者
を
現
に
介
護
し
て
い
る

家
族
の
方
で
す
。

事
業
内
容　

利
用
対
象
者
に
対
し

て
、
介
護
を
行
っ
て
い
る
こ
と
の

慰
労
と
し
て
金
品
を
贈
呈
い
た
し

ま
す
。（
年
額
10
万
円
）

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の
お
問
合
せ

先あ
さ
ぎ
り
町
役
場
高
齢
総
合
課
高

齢
福
祉
係　

電
話
番
号　

４
５
‐

７
２
１
５
（
直
通
）
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　心身障害者（児）等の福祉の増進に寄与するため、心身障害者の方がタクシーを利用する場合、その料金の
一部を助成する制度があります。
　次の項目に該当される方は役場に申請し、「福祉タクシー利用券」の交付を受けて下さい。
※対象となる方
　毎年度４月１日現在において、あさぎり町に居住（住民票のある方、又は外国人登録をしている方）し、次
の各事項に該当する方です。
１・身体障害者手帳の等級が一級及び二級の方（本年度４月１日より、三級下肢障害の方）
２・療育手帳の障害の程度がＡ１及びＡ２の方
３・精神障害者保健福祉手帳の障害者等級一級に該当する方

申請に必要なもの 先に記載してある手帳・印鑑

申 請 の 場 所 あさぎり町役場福祉課（東庁舎）及び各支所

利用券交付枚数 年間１人当たり 24枚。ただし、再交付は行わない。

助 成 の 額 タクシー利用１回につき基本料金の額

利 用 で き る
タ ク シ ー 会 社

・中央タクシー
・観光タクシー（免田・多良木営業所）
・たらぎタクシー
・わけべタクシー

※お問い合わせ先
　あさぎり町役場福祉課福祉係（5月 10日より本庁舎１階へ移転）
　電話４５－７２１４（直通）

あさぎり町福祉タクシー料金助成事業

　総務省及び経済産業省では 6月 1日、事業所・
企業統計調査、商業統計調査及びサービス業基本調
査を 1枚の調査票で同時に行います。全国の民営
の事業所がすべて対象になります。
　この調査は、統計法に基づいて実施される国の重
要な調査であり、提出された調査票を、統計上の目
的以外に使用することはありません。5月下旬から
調査員が各事業所に伺いますので、ご協力をお願い
します。
　また、あさぎり町では、こういった統計調査の調
査員として従事される方を随時募集しています。申
込方法や調査員報酬など詳しくお聞きになりたい方
はお問い合わせください。
◆問い合わせ先
　あさぎり町町企画財政課
　☎４５－７２１１

　あさぎり町上支所内に石けんプラントの設備が完
備されています。
　食用油から粉石けん又は固形石けんを作ることが
できますので、環境にやさしいまちづくりのために
廃油石けんをつくってみませんか⁉
お問合せ先
　あさぎり町環境保全課　☎45-7217（直通）
　　　　　　　　上支所　☎４７－０３１１

廃食用油から石鹸を
つくることができます‼

民営事業所の皆さん
統計調査が実施されます！



22

あ
さ
ぎ
り
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

Asagiri  Information

応
援
し
ま
す
！
あ
な
た

の
就
職

　

パ
ソ
コ
ン
技
術
講
習
会
（
表
計

算
３
級
）

◆
申
込
資
格

　

次
の
①
〜
⑥
の
全
て
を
満
た
す

方
。

　

①
現
在
就
職
希
望
し
て
い
る

　

② 

雇
用
保
険
給
付
の
対
象
外
で

あ
る

　

③
全
日
程
出
席
で
き
る

　

④
現
在
学
生
で
な
い

　

⑤
開
講
日
に
お
い
て
65
歳
未
満

　

⑥ 

過
去
に
同
一
内
容
の
当
セ
ン

タ
ー
講
習
会
を
受
講
し
て
い

な
い

◆
講
習
内
容

　

・
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー（
１
日
間
）

　

・
パ
ソ
コ
ン
（
21
日
間
）

　

初
心
者
を
対
象
と
し
た
内
容
。

ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
「
ワ
ー
ド
」
で

文
書
作
成
等
を
、
表
計
算
ソ
フ
ト

「
エ
ク
セ
ル
」
で
表
作
成
、
関
数
、

グ
ラ
フ
作
成
な
ど
を
学
び
、
最
終

日
に
表
計
算
３
級
の
検
定
試
験
を

実
施
。

◆
講
習
期
間

　

平
成
16
年
７
月
７
日
（
水
）
〜

８
月
11
日
（
水
）
の
間
の
月
曜
日

か
ら
金
曜
日
ま
で
（
計
22
日
間
）

◆
講
習
時
間

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
（
１
日

５
時
間
）

◆
講
習
会
場

　

未
定
（
人
吉
球
磨
地
域
）
※
申

込
受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
定
員

　

20
名
（
選
考
に
よ
り
、
受
講
者

を
決
定
し
ま
す
）

◆
受
講
料

　

無
料
（
た
だ
し
、
教
材
費
・
検

定
料
は
自
己
負
担
）

◆
申
込
受
付

日
時
： 
平
成
16
年
６
月
11
日（
金
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

会
場
： 

球
磨
地
域
振
興
局
会
議
室

（
人
吉
市
）

◆
お
問
い
合
せ
先

　

熊
本
県
く
ま
も
と
県
民
交
流
館

（
パ
レ
ア
）し
ご
と
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６-

３
５
５‒

４
３
０
９

住
所
：
熊
本
市
手
取
本
町
８-

９

労
働
保
険
年
度
更
新
に

つ
い
て
の
お
知
ら
せ

　

平
成
16
年
度
の
更
新
手
続
き
は

４
月
１
日
か
ら
５
月
20
日
ま
で
で

す
。

　

熊
本
労
働
局
で
は
、
年
度
更
新

に
必
要
な
書
類
を
４
月
１
日
ま
で

に
事
業
主
の
方
に
送
付
す
る
よ
う

に
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
後
、
５

月
６
日
か
ら
５
月
20
日
ま
で
に
県

内
各
地
で
集
合
受
付
会
を
開
催
し

ま
す
の
で
、「
労
働
保
険
概
要
・

確
定
保
険
料
申
告
書
」
を
作
成
の

う
え
集
合
受
付
会
場
で
申
告
さ
れ

る
方
法
の
ほ
か
、
熊
本
労
働
局
労

働
保
険
徴
収
室
か
ら
最
寄
り
の
労

働
基
準
監
督
署
、
も
し
く
は
金
融

機
関
か
郵
便
局
へ
の
申
告
・
納
付

も
で
き
ま
す
。

　

年
度
更
新
手
続
き
を
怠
り
ま
す

と
、「
国
」
で
保
険
料
を
決
定
す

る
ほ
か
、
徴
収
金
が
課
せ
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
期
限
内

の
申
告
・
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、労
働
保
険
（
労
災
保
険
・

雇
用
保
険
の
総
称
）
は
、
農
林
水

産
業
の
一
部
を
除
い
て
一
人
で
も

労
働
者
を
雇
用
し
て
い
る
場
合

は
、
必
ず
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
制
度
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
だ
労
働
保
険
へ
の
加
入
手
続

き
を
済
ま
さ
れ
て
い
な
い
事
業
主

の
方
は
、
最
寄
り
の
労
働
基
準
監

督
署
、ま
た
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク（
公

共
職
業
安
定
所
）
に
ご
相
談
の
う

え
、
速
や
か
に
加
入
さ
れ
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
せ
先

熊
本
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

☎
０
９
６‒

２
１
１‒

１
７
０
２

ま
た
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督

署
ま
で

　平成16年度熊本県少年「友好の翼」「友好の船」
～「出会い」「体験」「感動」～

夏、沖縄。青い空、青い海。初めて出会う仲間。ワクワクドキドキの体験がどっさり。新しい自分探しの旅に参加しませんか？
友　　好　　の　　翼 友　　好　　の　　船

募集対象 小学5・6年生　　112人
中学1～3年生　 　48人

小学5・6年生 　　96人
中学1～3年生 　　24人

募集期間 平成16年4月12日㈪～5月7日㈮※応募者多数の場合は抽選で決定します。
航　　空　　機 船

研修期間 平成16年7月25日㈰～平成16年7月29日㈭まで 平成16年8月5日㈬～平成16年8月10日㈫

活動内容
首里城・沖縄戦跡公園・平和記念資料館・おき
なわワールド参観、沖縄県小中学生の交流会、
海水浴、班活動、翼祭り等

森の自然体験、海の自然体験、体験創作活動、
市場探検、船内クラブ活動、交流会、星空観察、
船祭り等

負 担 金 45,000円
応 募 先 あさぎり町教育委員会　生涯学習課

高校生リーダー募集‼
☆募集人員：「友好の翼」12人　「友好の船」　8人　☆募集期間：平成16年3月17日㈬～4月19日㈪
☆応募方法： 各高等学校等に配布してある用紙に記入・押印（学校長の印も）後、応募者が交通安全・青少年

課へ郵送
☆選　　考：応募者多数の場合は、面接にて選考します。
☆面接会期日：平成16年5月1日㈯　☆会場：くまもと県民交流館パレア

青少年健全
育成事業
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Asagiri  Information

あ
さ
ぎ
り
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

平
成
16
年
度
熊
本
県
保

育
士
試
験
の
お
知
ら
せ

　

熊
本
県
で
は
、
保
育
士
の
資
格

取
得
の
た
め
の
試
験
を
次
に
よ
り

実
施
し
ま
す
。

◆
試
験
日
程

　

筆
記　

 

平
成
16
年
８
月
４
日

（
水
）・
５
日
（
木
）

　

実
技　

 

平
成
16
年
10
月
16
日

（
土
）

◆
受
験
申
込
受
付
期
間

　

平
成
16
年
６
月
３
日
（
木
）
〜

16
日
（
水
）

◆
受
験
申
込
用
紙
の
主
な
配
布
場

所
　

・
県
庁
新
館
１
階
情
報
プ
ラ
ザ

　

・
各
地
域
振
興
局
福
祉
課

　

・
各
市
町
村
保
育
所
担
当
課

　
（
あ
さ
ぎ
り
町
役
場
福
祉
課
）

　

そ
の
他
の
配
布
場
所
及
び
郵
送

に
つ
い
て
は
、
県
庁
子
ど
も
家
庭

福
祉
課
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ

い
。

☎
０
９
６‒

３
８
３‒

１
１
１
１

（
内
線
７
１
２
５
）

住
宅
金
融
公
庫
か
ら
の

お
し
ら
せ

　

個
人
向
け
融
資
の
受
付
を
開
始

し
ま
す
。

◆
第
１
回
申
込
受
付
期
間

　

平
成
15
年
４
月
21
日
（
水
）
〜

平
成
17
年
３
月
31
日
（
木
）

◆
融
資
（
基
準
）
金
利

　

２
．
６
％
（
平
成
16
年
４
月
１

日
現
在
）

◆
申
込
受
付
場
所

　

住
宅
建
設
、
購
入
（
予
定
）
場

所
近
く
の
「
住
宅
金
融
公
庫
業
務

取
扱
店
」
と
表
示
さ
れ
た
金
融
機

関◆
借
入
申
込
書
の
頒
布

　
「
住
宅
金
融
公
庫
業
務
取
扱
店
」

及
び
公
庫
支
店

休
日
相
談
会
を
行
っ
て
い
ま
す

　

平
日
の
ご
相
談
に
加
え
、
毎
月

第
１
・
第
３
日
曜
日
に
公
庫
支
店

（
熊
本
市
水
前
寺
）
に
て
融
資
及

び
返
済
等
の
相
談
会
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
電
話
で
の
相
談
も
受
け

た
ま
わ
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
せ
先

住
宅
金
融
公
庫
南
九
州
支
店

☎
０
９
６‒

３
８
７‒

２
０
０
０

営
業
時
間

　

平
日　

９
：
00
〜
17
：
00

　

第
１
・
第
３
日
曜
日

　
　
　
　

９
：
00
〜
17
：
00

平
成
16
年
度
固
定
資
産

税
縦
覧
の
お
し
ら
せ

　

固
定
資
産
税
の
納
税
者
が
、
土

地
家
屋
固
定
資
産
価
格
等
縦
覧
帳

簿
を
縦
覧
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自

己
の
資
産
の
価
格
が
適
正
か
ど
う

か
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

○
期
間　

 

平
成
16
年
４
月
１
日

〜
平
成
16
年
５
月
31
日

（
土
・
日
・
祝
祭
日
を

除
く
）

○
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

○
場
所　

 

あ
さ
ぎ
り
町
役
場
税
務

課
（
本
庁
舎
１
階
）

○
ご
覧
い
た
だ
け
る
方

　

土
地
ま
た
は
家
屋
の
固
定
資
産

納
税
者

○
ご
覧
い
た
だ
け
る
も
の

　

土
地
ま
た
は
家
屋
価
格
等
縦
覧

帳
簿

（
縦
覧
帳
簿
の
記
載
事
項
）

土
地
＝
所
在
、
地
番
、
地
目
、
地

積
、
価
格

お
問
い
合
わ
せ
先

　

あ
さ
ぎ
り
町
役
場
税
務
課

　

☎
４
５‒

７
２
１
２
（
直
通
）

　　　　　ヤングネットワーク・ウイング九州2004年
～ふれあい感動！アジアの友情～　熊本県団員募集！

　九州各県から集まった青年が、韓国・中国を訪問し、両国の青年と交流を行なう事業です。さらに、県内の
参加者やOB、九州各県の青年とのネットワークを活かし、各地域でボランティア活動やまちおこしなど、さ
まざまな活動を展開し、青年リーダーの養成を行なっています。
実施機関 平成16年8月21日（土）～8月29日（日）　〔8泊9日〕
訪 問 先 大韓民国（ソウル）、中華人民共和国（北京、西安）

活動内容
韓国・中国青年との交流、ホームステイ（ソウル・西安）、訪問地参観（板門店、万里の長城、兵
馬俑ほか）

応募資格
一般団員：県内在住の満20歳から30歳の者（平成16年4月1日現在）
班　　長：県内在住のおおむね30歳から39歳の者
募集人員：一般団員　28人　　　班長　2人　　　※面接にて選考します。

負 担 金 73,000円（班長は免除）　　※宿泊、食事、総合事前研修（沖縄）費用を含みます。
募集期間 平成16年4月1日（木）～5月10日（月）
申 込 先 熊本県環境生活部交通安全・青少年課青少年班　担当：中村　℡096－383－1111（内線7409）

※詳しいパンフレットは、あさぎり町役場東庁舎　生涯学習課に置いております。

九州青年海
外派遣事業
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編集後記

古紙配合率　100%

あさぎり町の人口
（4月 1日現在）

総数：18,140 人／世帯数：5,666 戸
男：8,626 人／女：9,514 人

　日に日に暖かく（暑く）なってきましたね。
　10ページで、紹介している茎ブロッコリーを、私はあさぎり
町にいながら取材に行って初めて知りました。試食させていた
だいたのですが、ブロッコリーよりも癖がなく、ほとんど捨てる
ところなく料理に使うことができる野菜なので、最近活躍して
もらっています。
　５月と言えばゴールデンウィーク。皆さんはどこかにお出か
けの予定はありますか？
　遠方もいいと思いますが、あさぎり町でもイチゴ狩り体験な
どもできますし、４月29日にはビハ公園で、くまもと緑の祭典
が開催されます。新緑が一番きれいな季節、あさぎり町の自然
や食を満喫してみてはいかがですか。いつもと違うあさぎり町
を知ることができるかもしれません。山の新緑は本当にきれい
で、心も和みますよ。（佳）

　大きなランドセルを背負った可愛らしい新小学一年生が元気
よく通学している姿は、何かしら自分まで元気が出てくるよう
な気がしている今日この頃です。
　４月から、企画財政課広報広聴係として広報紙発行業務を担
うことになりました。
　今後ともよろしくお願いいたします。（哲）

行政区紹介⑫

『久
く し か

鹿』
　久鹿は人口４６０人、世帯数１３５世帯の行

政区（Ｈ１６．４，１現在）で、役場本庁舎や天

子神社などがあります。また、自生の南限とい

われる丸池のリュウキンカ（①）が有名です。

　勇壮な舞の久鹿の太鼓踊りは世代を超え、受

け継がれ続けています。

①丸池のリュウキンカ

　リュウキンカは、北国に多く分布し、九州で

は珍しいとされ、熊本県北部では自生が確認さ

れていますが、鹿児島県では自生が発見されて

いないことから、丸池が自生の南限とされてい

ます。

　観賞用として人家に植えられることもありま

すが、沼地や湿地に生える多年生の植物です。

久鹿区

役場本庁舎

役場東庁舎
グラウンド

丸池

免田駅

第１回あさぎり町
写真コンテスト

自然景観部門　デジタルカメラの部
　最優秀賞　平田　和弘氏（多良木町）

『Dressedin morning』


